
下水汚泥肥料の
イメージアップに向けて

株式会社大地

代表取締役 星 俊介



会社名 ｜ 株式会社 大地

所在地 ｜ 岐阜県瑞浪市日吉町８７９９－１

代表 ｜ 代表取締役 星 俊介

設立 ｜ 平成１５年１１月

従業員数｜ １５名

事業内容｜ 産業廃棄物処理

有機肥料の製造、販売

取引先 ｜ 地方自治体 ８市町村

食品メーカー ５１社

その他メーカー ９社
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受入品目の内訳

下水汚泥の受入は３年間で２％増加、３年後には更に３％の増加を目指す
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2022年 2025年 2028年

年間受入量 14,104トン

年間生産量 8,600トン ※2025年実績
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肥料製造の流れ
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肥料製造の流れ

① 受 入 ② 前 処 理
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肥料製造の流れ

③ 一 次 発 酵
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肥料製造の流れ

④ 二 次 発 酵
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肥料製造の流れ

⑤ 出 荷
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当社の肥料『大地の匠』

【特徴】

・微生物による自然発酵、発酵に有用な菌・酵素を活用

・汚泥肥料独特の臭気が少ない

・肥料成分が安定しており、農業従事者が扱いやすい
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下水汚泥の肥料化の課題

１．いまだ根強い負のイメージ

重金属による土壌・作物・人体への影響

臭気による近隣への影響

２．肥料を切り替えることへの不安感

これまで使ってきた肥料に対する信頼と安心

使い勝手（散布方法等）に対する懸念

生育？
匂い？

重金属？
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解決に向けた当社の取り組み

① 良質な肥料を作るための設備投資

② 地元の学校への堆肥の提供

③ 国立大学との産学連携

④ 地元営農組合との連携

⑤ 自社農園での野菜栽培、販売

⑥ 肥料分析の徹底
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■工場外壁（令和５年６月導入） ■エアレーション（令和７年１月導入）

微生物の働きを活性化させるために場内
に日光を取り込み、光合成を促進するこ
とで良好な発酵を促す

高温発酵により含水率を引き下げ、肥料
の軽量化を図ることで、農業従事者の作
業負担を軽減する

① 良質な肥料を作るための設備投資
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地元の学校の農業体験のために肥料を提供。
子供たちに農業に対する興味・関心や、収穫した作物を通して、家庭や地域に
当社の肥料を知ってもらう機会となる。

② 地元の学校への堆肥の提供
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多治見市主催のビジネスマッチングをきっかけに、岐阜大学との産学連携を
図る。国立大学の研究で利用されているという安心感は効果大。
イベントに参加することで、業界の垣根を超えた取り組みにつながる。

③ 国立大学との産学連携
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地元営農組合は距離も近く、多くの田畑を所有している可能性が高いため、
多くの量が提供できる。
国立大学と同様、営農組合という農業を生業としている機関が利用してい
ると、個人農家の方への安心感につながる。
臭気等に対する地元の理解が深まる。

④ 地元営農組合との連携
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自社の肥料を使い、自社農園で野菜・果物を栽培。
収穫した農作物は、地元の直売所で販売することで地元住民へのＰＲの場と
なっている。

⑤ 自社農園での農作物栽培、販売

自社農園

自社農園では苺や
ホウレン草、たまね
ぎ、夏野菜などを

栽培

地元の産直「きなぁた瑞浪」15



製造工程の入口（受入工程）、出口（出荷工程）で二重の分析を徹底

【入口】 肥料受入時の受入品目の成分分析

【出口】 製造した肥料の成分分析

外部機関での分析により、数値化されることで理解を得やすい
定期的な分析により安全を担保

⑥ 肥料分析の徹底
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【成分分析】

窒素 2.51%

リン酸 2.16%

加里 0.72%
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【重金属の含有分析】

基準値よりも圧倒的に低い

自然界にも重金属は
少なからず存在している
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良い肥料ができても、流通しないと意味がない

自社製品の販売方法

農業従事者に使ってもらう

良い製品であれば、
自然とリピートしてくれる

農業従事者の間で
口コミが広がる

肥料の提供

農業イベントの
出展
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■廃棄物の搬出先市町村との連携

受入だけでなく、肥料の利用にも取り組んでもらうよう働きかける

■市町村、農業従事者、企業の三者間連携

補助金等を活用した農家への支援、肥料が使いやすい環境の整備

■ＳＮＳを活用し、自社農園での野菜栽培の経過を発信

肥料の安全性や生育を広くアピール

■国立大学での新たな共同開発

堆肥の保水率の維持、肥料分析の強化、畑作だけでなく稲作への活用

今後の展開
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ご清聴ありがとうございました
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